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一
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パ
ご
ノ
ク
起
る
‘

ζ

れ
最
近
百
八
十
年
間
約
十
年
毎
に
そ
の
竣
生
を
見
た

命
る
所
以
h

鳴
り
!
川
開
設
は
今
日
の
繁
柴
を
来

L
叱
れ
ど
6
今
は
却
て
そ
の
鈴

寄
り
札
脅
し
み
り
』
渇
り
、
郎
ち
各
種
の
事
業
に
於
て
数
多
の
伺
業
靖
を
生

じ
相
互
股
争
R
m刀
-
れ
て
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
L

一
般
物
債
の
帥
脇
島
貝
詫
L
{今

や
ト
ラ
ス
ト
制
訓
示
は
最
大
の
問
題
た
り
、

4
シ
ダ
ー
ス
テ
ー
ト
、
コ
シ
マ

ー
ス
コ
V

ミ
テ
イ
突
は
ア
V

テ
イ
、
ト
ラ
ス
ト
、
ロ
1
等
の
手
段
民
訴
ム

あ

S
他
の
一
方
氏
於
て
歩
一
歩
保
護
税
率
を
高
む
る
を
以
て
何
等
の
効
カ

患
な

L
、
然
b
ば
保
護
税
を
低
下
況
は
倣
機
せ
ば
如
何
E
云
ふ
に
之
は
管
一

際
忙
於
℃
不
可
能
な
り
、
米
岡
に
於
て
世
間
才
師
業
戦
忙
於
吋
る
ニ
大
武
器

唱
何
本
ず
棉
旅
製
餓
菜
、
即
ち
之
な
り
ト
ラ
ス
ト
の
徐
被
と
L
て
物
情
騰
貴

せ
る
事
生
盗
殺
は
物
債
の
ニ
十
分
一
紀
一
池
ぜ
ず
る
唱
の
あ
り
、
と
れ
官
民

世
界
と
競
争
す
る
を
得
L
む
る
武
器
な
り
‘
か
{
戚
債
に
生
産
L
得
る
所

以
は
殺
育
普
及
L
職
エ
に
一
主
る
治
仮
宛
な
る
按
術
を
有
す
る
を
以
て
賃
銀

額
は
多
{
之
os
生
産
費
は
却
て
牒
な
る
忙
よ
る
。
米
人
は
生
命
保
険
に
ま

り
て
死
後
の
計
を
な
L
泣
き
然
る
上
忙
充
分
に
快
梁
を
事
(
る
を
以
て
憶

に
元
気
践
に
而
L
て
日
常
ジ
テ
イ
ズ
シ
の
養
成
に
心
懸
(
h
と
れ
亦
そ
の

強
を
な
す
の
口
問
た
り

が
(
て
氏
M
H
最
後
民
生
M
抑
制
捜
治

u
g
以
て
我
闘
の
産
業
上
の
武
務
な
り
と
な

t
ウ
ん
が
縫
諮
助
長
を
心
懸
け
ず
る
べ
か

b
ず
と
て
ぞ
の
講
演
争
結
ぼ
れ
た
り

講
演
終
り
て
堀
切
放
授
の
謝
鯨
造
り
引
き
綴
き
茶
菓
の
関
〕
場
の
談
話
を
試

か

b
れ
た
り
、
臼
(
-
3‘
き
に
一
新
国
定
続
出
平
の
唆
表
せ

b
る
h

や
世
人
多
{

は
ウ
ん
を
見
る
に
単
に
一
井
の
鑓
論
を
以
て

L
極
々
忙
論
じ
去
り
L
a
予
は
問
中

花
魁
済
論
の
み
に
喜
多
ず

L
て
〕
段
お
き
国
家
政
策
論
の
見
地
よ
り
-L
て
時

五
Q
O

事
訴
副
知
紙
上
に
於
て
大
に
そ
の
不
蛍
な
る
を
論
じ
た
り

L
に
果

L
て
反
濁
は

関
臨
留
な
る
英
鴎
よ
り
起
り
山
本
れ
り
、
鈴
時
一
一
一
一
一
の
新
聞
雑
誌
を
始
仇
外
務

常
局
者
活
従
来
の
図
定
税
事
ハ
現
花
賞
際
行
は
る
h

協
定
税
率
に

B
bず
〉
よ

り

g
低
率
な
り
と
て
反
駁
を
加
ー
へ
た
り
L
K
今
や
反
山
罰
則
の
整
は
意
外
の
法
化

影
響
を
及
ぼ
さ
む
と
す
る
を
見
て
蛍
局
の
一
狭
山
側
一
方
h
u
bず、

3
れ
ば
之
て

自
由
貿
易
厨
た
る
英
図
と
は
協
定
の
除
地
な
き
を
以
一
て
我
裁
の
澱
察
ず
る
所

に
よ
れ
ば
来
る
十
二
月
の
議
命
留
に
は
必
ず
新
図
定
税
率
の
改
庄
索
拠
出
せ

b

る
べ

L
と
か
(
て
皆
夜
出
席
の
気
賀
塘
切
雨
教
授
を
中
心

'rEて
談
論
ぞ
れ

よ
り
そ
れ
へ
之
移
り
清
興
潟
、
き
て
夜
の
更
{
る
を
知
ら
ず
、
時
鏡
花
驚
き
て

仰
げ
ば
正
に
十
一
時
、
終
外
雨
滴
黙
々
た
り
、
郎
ち
起
っ
て
坊
を
去
る
ハ
ま
中
)

三
田
準
命
日
雑
誌
第
四
巻
第
五
披

;; ..... 、
語調

日仙一一一一ロ

枇
合
主
義
の
現
放
及
び
一
一
将
来

国

中

V
H
H
 

一日町内

2本

、
個
人
主
義
思
想
の
快
乏
甚
し
き
を
以
て
、
時
鉢
の
第
一

に
推
ヨ
ん
と
す
る
は
、
余
、
護
・
の
宿
論
に

し
て
、
中
産
壮
舎
に
野
す
る
、
岡
一
家
と
粧
舎
と
の
慶
治
、
年
之
共
仁
盆
々
甚
し
く
、
そ
の
極
余
輩
・
を
駆

て
プ
日
レ
テ

l

リ
ア
ト
の
群
に
投
怜
」
し
め
も
d

る
限

b
、
余
議
は
利
害
の
上
よ

b
電
勝
大
意
見
の

上
よ
t
り
号
、
駐
合
主
義
に
賛
成
す
る
も
の
に
あ
ら
ホ

J
-
u

彼
の
口
に
一
耽
合
主
義
を
蛇
鴎
税
し
つ
、

組町

身、-P

一

衷
必
そ
の
皐
設
を
信
奉
す
る
-
宅
の
、
如
き
拡
、
余
輩
の
輿
み
せ
も
パ
』
る
所
な
t
ッ
。
然
れ
ど
宅
、
一
雨
閣

総
岡
下
の
水
の
テ
}
ム
ス
河
上
仁
遜
~
ヂ
る
は
、
林
子
卒
を
侯
て
而
し
て
後
に
知
ら
ぎ
る
所
、
倫
敦
の

郵
信
二
句
な
ら
歩
し
て
東
京
に
達
す
る
今
日
、
検
夫
爾
の
鎖
倒
論
に
必
酵
し
て
、
思
想
上
じ
於
て

五
O
]

1 

枇

曾

主

義

の

現

総

及

wm
賂

来



窃

紙
一
曾
主
義
的
W

現
状
及
一
ぴ
勝
一
府
市
・

ま
で
唱
卓
然
と
し
く
、
東
海
の
一
角
に
都
立
し
得
可
し
と
は
思
は
れ
歩
、
乙
れ
余
輩
、
が
敢
て
欧
米

に
於
け
る
枇
合
主
義
の
現

P

欽
如
何
を
設
か
ん
と
す
る
所
以
に
し
て
、
而
し
て
併
せ
て
そ
の
滞
家

肘
私
闘
し
て
評
論
を
加
へ
ん
と
す
る
所
以
な

b
。
蓋
し
粉
紳
は
唯
精
紳
じ
よ
2
9

て
屈
服
.3
る
可

営
の
み
り
認
の
弘
伯
仲
伯
{
の
U
E
n
宮

g仏
向
日
仏
似

B
Z
3
H似
ωω

け包
ω
仏
ロ

R
V
の仏
ω
け
訣
れ
る
思
想
は
記
し
き
思
想
に

'
よ
r
q
て
之
を
屈
服
せ
も
d

る
可
か
ら
歩
。

五
O

一
日

‘2 

吐
合
主
義
を
盤
倒
せ
ん
と
せ
ば
、
飽
く
ま
せ
そ
の
謬
見

記
る
乙
と
を
縮
伝
し
て
之
が
嬬
来
を
論
詳
し
、
所
南
主
義
者
を
し
て
幻
滅
の
苦
酸
を
味
は
し
め

才
る
可
か
ら
安
。

g圏直

名
あ
っ
て
而
し
て
後
そ
の
安
あ
る
仁
あ
ら

-
J
V
J

、
資
あ
っ
て
而
し
て
後
そ
の
名
あ
る
な

bo

れ
ど
迫
祉
舎
主
義
、
一
枇
命
日
主
義
者
な
る
熟
字
の
起
源
に
関
し
て
一
山
一
一
目
す
る
る
亦
無
用
の
業
に
あ 然

ら
も
C

る
可
し
。

チ
ェ
ア
リ
シ
グ
、
グ
世
ヅ
ス
の
仕
立
屋
、
ブ
ラ
シ
ジ
ス
、
プ
レ
ー
ス
の
俸
詑
を
卒
ず

る
仁
方
1

り
て
、
グ
一
プ
川
ム
、
ウ
オ
フ
ス
は
日
く

吋
思
ふ
に
祉
合
主
義
な
る
識
字
の
最
も
早
く
詑

3
れ
セ
る
は
一
八
三
三
年
八
月
二
十
四
日
一
議

行
の
M
V
O
O
司
区
内
H
M

、ω
Q口一

vavロ
な
ら
ん
。

同
紙
は
〉
・

ωonM山口
ω
け
と
署
名
せ
る
書
簡
を
澄
載
せ

60

一-・2

掛
岡
崎
枇
合
主
義
者
と
綜
オ
ウ
エ
シ
主
義
者
と
一
五
ふ
V

・
P・
-
と
捺
ん
か
所
な
か
L
リ
し
が
二
八
一
ニ

λ
年
大

月
二
十
三
日
夜
行
ー
北
長
L

紙
上
に
牧
鋭
せ
る
.
オ
!
プ

J

プ
イ
ヤ
ン
の
論
究
中
仁
、
は
誕
仁
藤
義
の

意
味
に
之
を
用
ゐ
ん
'
と
せ
--b
。
日
く
ー
賢
明
な
る
佐
合
主
義
者
の
念
港
主
義
者
と
な
L
リ
、
聴
明

な
る
急
進
主
義
者
の
一
位
合
主
義
者
ー
し
な
る
の
傾
向
あ
る
乙
と
は
余
の
信
歩
る
所
な
f

りしと。

然
る
に
プ
レ
ー
ス
は
一
八
四
一
年
仁
述
べ
て
臼
〈
ー
ロ
バ
!
ト
、
オ
ウ
'
ヱ
シ
の
世
上
ド
疏
布
せ

る
感
説
財
産
浮
等
の
思
想
は
世
人
を
邪
路
仁
導
く
も
の
な
よ
リ
、
今
日
祉
合
主
義
之
呼
ば
る
、

は
と
の
摩
説
な
t
り
し
云
々
』

然
る
に
オ
サ
ヱ
ン
主
義
鼓
吹
仁
努
力
せ
る
雑
誌
吋

-zozy
乙
そ
諒
一

λ
一
ニ
三
年
に
-
於
て

貨
物
の
共
有
、
犯
罪
、
刑
罰
、
官
支
)
結
婚
の
燦
止
を
主
総
ず
る
佐
合
主
義
者
は
、
リ
ヂ
ヤ
ー
ド
同
胞
若

〈
は
、
ジ
ヨ
ア
ン
ナ
、
サ
ウ
ス
司

i

ト
の
徒
と
等
し
く
狂
人
と
認
め
ら
る
じ
と
て
日
初
め
て
枇
合
主
義

と者
の
熟
字
を
用
ゐ
、
而
し
て
サ
ン
、
シ
モ
ン
の
徒
を
指
し
て
か
ー
く
呼
べ
る
'
に
て
3
.

賞
者
之
保
護
者
L

は

8 

E
 

V
一ア小

V

ス」よ

b
と
の
熟
字
を
借
用
せ
る
な
会
よ
し
説
く
郊
の
あ
え

オ
ウ
ヱ

y

の
徒
が
サ
ン
、
ジ
モ
ン
主
義
者
仁
謝
し
て
用
ゐ
花
る
が
も
の
な
よ
ツ
や
、
勝
記
叉
オ
ウ
ヱ
シ

主
義
者
自
身
の
稀
呼
と
し
て
阿
川
ゐ
大
る
も
の
な

b
、
や
、
余
輩
は
今
之
を
断
言
し
得
含
る
る
、
枇
合

社
命
日
主
義
の
現
総
及
ぴ
将
来

社
命
日
主
義
者
と
拡
時
間
初

五
.0
一一一



一
枇
曾
主
義
の
現
扶
及
ぴ
終
来

主
義

ω
o
n
…弘一
ω
8
0

な
る
熟
字
は
、
そ
の
前
年
印
も
一
八
一
一
一
二
年
仁
.
サ
ペ
シ
モ
ン
振
の
日
刊
新
聞

五
O
閥

4 

wm
の
H
Oげ
印

邸
も
ジ
ョ
ン

γ

ヱ
i

ル
の
ユ

l

f

l

の
近

紙
上
仁
於
て

4

初
め
て
用
ゐ
ら
れ
北
t
り。

業
霜
葉
集
を
評
す
る
や
「
我
等
は
枇
舎
主
義
を
個
人
牲
の
犠
牲
と
な
す
を
欲
せ
歩
況
ん
や
個
人

性
を
枇
曾
主
義
の
犠
牲
に
供
す
る
仁
於
〈
や
し
・
・
乙
云
ヘ
る
が
そ
の
意
義
は
極
め
て
法
漢
文
よ
リ
を

一
枇
合
主
義
、
一
枇
舎
主
義
者
な
る
熟
字
は
、
右
の
如
く

J

初
め
て
英
、
倒
、
雨
闘
に
於
て
用
ぬ
ら
れ
し
・
も

の
な
る
が
、
皐
理
的
一
枇
命
日
主
義
の
萌
芽
宅
亦
英
図
に
於
て
之
を
認
む
可
し

u

例
へ
ば
儀
剰
償
催

試
の
如
を
、
休
職
海
軍
士
庄
一
ホ
ヅ
ヂ
ス
キ
ン
が
、
リ
カ

i

ド
の
経
憐
感
原
理
を
精
読
し
て
、
立
言
せ

る
所
に
し
て
一
八
二

O
年
五
月
二
十
八
日
附
を
以
て
、
前
詑
ブ
一
プ

Y

ジ
ス
、
プ
レ
ー
ス
に
寄
せ
た

る
書
放
に
於
て
述
べ
で
臼
く

「
自
然
債
格
と
交
換
償
値
と
の
附
に
精
確
な
る
区
別
を
立
つ
る
乙
と
必
要
な
ち
と
存
候
リ

自

然
債
格
は
品
物
を
生
産
す
る
じ
必
要
な
る
労
働
の
分
量
に
よ

b
て
之
を
測
る
可
く
、
交
換
償

値
印
も
生
産

3
れ
北
る
焼
そ
の
品
物
に
封
し
て
、
他
人
の
交
附
せ
ん
と
す
る
、
若
く
は
交
附
せ

才
る
を
得
含
る
告
の
は
、
そ
の
生
産
に
用
ゐ
ら
れ
北
る
労
働
の
分
量
と
等
し
き
乙
と
も
40
る

可
く
、
叉
等
し
が
ら
ぎ
る
乙
と
も
可
有
之
録
。
鳴

υ
品
氏
は
乙
の
同
者
を
以
て
相
等
し
と
誤
解
社

主温

乙
の
雨
者
は
決
し
て
相
等
し
か
ら
安
、
乙
れ
労
働
の
賃
銀
の
常
仁
勢
働
か

所
産
に
匹
敵
せ
も
d

る
所
以
に
御
座
候
。
例
ヘ
ば
一
グ
オ

l

タ
ー
の
小
褒
を
生
産
す
る
に
は

忍
様
見
受
申
候
。

一
定
の
M

労
働
を
要
し
候
が
、
乙
の
小
褒
の
生
産
の
除
、
地
主
・
に
し
て
良
夫
大
る
人
の
貯
識
に
蹄

し
す
る
時
は
、
之
を
生
産
ヂ
る
仁
要
し
‘
・
て
る
持
働

rh
比
し
て
透
か
に
多
大
の
分
量
と
之
を
交
換

ず
み
ご
と

h

な
る
可
く
、
防
て
自
然
債
格
と
交
換
僚
値
と
の
問
に
大
差
の
存
す
る
と
と
拡
明

R

氏
は
乙
の
黙
を
等
間
削
減
せ
る
が
錦
、
祉
舎
の
改
善

3
れ
た
る
時
利
盆
の
減

般
に
御
座
候
。

少
す
7

乙
の
設
に
閲
し
て
、
謬
見
仁
陪
F

り
候
事
之
存
候

と

ホ
吋
ノ
ヂ
ス
キ
ン
の
飴
剰
償
値
設
は
リ
カ
!
ド
の
献
労
働
償
値
設
の
賞
然
の
結
果
な
1

り
と
一
五

ふ
可
し
、
マ
ル
グ
ス
の
資
本
論
の
必
刊
以
後
、
そ
の
卒
者
の
問
仁
限
停
せ
ら
れ
し
乙
と
に
J

成
て
は

敢
て
説
明
を
要
せ
ホ

J
O

サ
ン
ジ
モ
ン
、
オ
ウ
ヱ
ン
、
ホ
ツ
ヂ
ス
キ
ン
壮
一
寸
の
駐
合
主
義
は
、
マ
ル
グ
ス
、
ヱ
ン
グ
ル
ス
、
ラ
ヅ
サ

ー
ル
、
リ
ー
グ
グ
ネ
ヒ
ト
等
の
社
合
主
義
と

M
b
く
、
何
一
れ
港
紙
労
働
者
の
主
唱
に
係
れ
る
芯
の
ド

戸

あ
ら
み
y
し
て
、
と
れ
ら
の
主
唱
者
は
背
中
等
社
命
日
よ
t
り
起
て
、
労
働
者
の
問
仁
遊
説
し
、
之
が
強
蹴

，. 
i) 

に
努
カ
せ
る
な
ん

J
O

所
謂
先
魔
者
が
献
労
働
階
級
以
外
上
1
9
起
て
、
之
を
指
導
し
、
之
を
挑
接
す
る

一
枇
曾
主
義
的
現
炊
及

wv
将
来

五
O
五



枇
合
主
義
の
現
状
、
及
wv
持
来

五
O
大
'

6 

は
古
今
一
撲
に
し
て
、
余
輩
は
ζ

の
紡
に
闘
し
、
歴
史
を
無
脱
す
る
の
中
一
一
口
議
を
罪
す
る
沿
も
の
申
め
る

を
聴
く
毎
仁
、
そ
の
無
識
を
納
ま
ぎ
る
を
得
ぎ
る
な
よ
ソ
。
而
し
で
英
樹
蛍
年
の
枇
合
主
義
者
仁

d

鈴
し
、
何
れ
強
盗
総
論
者
に
し
て
、
到
.
践
安
行
し
難
品
川
)
計
品
査
を
立
て
、
模
範
的
小
枇
舎
の
建
設
仁
議

力
し
北
る
に
過
ぎ
?
と
一
五
ふ
も
の
あ
る
も
ど
れ
亦
史
的
研
究
を
怠
よ
ツ
、
普
通
の
滋
科
書
に
誤
ま

5
れ
て
、
ロ
バ
!
ト
ポ
ウ
ヱ
ン
を
以
て
品
首
位
付
の
・
運
動
の
代
表
者
な
よ
リ
と
目
す
る
も
の
k

二
一
一
口
な
る

の
み
。
邸
中
り
一
八
一
一
ご
年
に
は
一
労
働
階
級
会
開
一
阿
盟
」
倫
敦
に
於
で
設
立
せ
ら
れ
同
誌
三
O

吋向日一

白
ロ
仏
色
町
0
?
g
nげ
な
る
女
句
を
擦
，
扮
し
て

l

枇
労
働
者
.
を
図
結
せ
し
め
て
資
本
家
の
歴
抑
を
股
せ
し

-7・
・

タ

wJ
ペ
ン
ス

め
ん
と
し
、
加
盟
者
は
蛍
初
一
ク
月
一
井
宛
後
に
ニ
斤
宛
の
命
日
裂
を
納
め
大
L
ツ
。
ー
そ
の
運
動
は

一
時
極
め
て
活
協
仁
し
て
、
各
地
仁
文
部
を
設
け
、
毎
週
集
合
を
催
せ
し
号
、
之
が
首
唱
者
以
峨
労
働

者
に
あ
ら
や
J

、
持
働
階
級
は
之
に
針
し
て
極
め
て
冷
淡
な
ん
，
乱
立
。
英
側
の
外
米
関
に
於
て

aυ
亦

亨

3 、

蛍
時
一
敗
合
主
義
的
計
叢
試
み
ら
れ
し
が
、
悉
く
失
敗
に
締
し
な

60

査
.
し
、
皆
時
の
一
枇
舎
主
義
者
は
そ
の
問
に
何
等
の
連
絡
だ

4
存
せ
ぎ
ら
'
し
が
、
一
一
八
閥
お
年
マ

ル
タ
え
と
旦
シ
グ
ル
ス
と
が
共
産
主
義
者
宣
言
を
起
草
し
、
且
各
閣
の
語
仁
織
諒
し
て
之
を
恐

下
す
る
や
、
社
合
主
義
は
初
め
て
世
界
的
思
潮
と
な
れ
る
な
1

り。

乙

の

宜

吉

は

そ

の

成

立

に

於

て
枕
に
世
界
的
な
F

り
し

2
云
ふ
可
く
、
議
表
の
地
は
プ
り
ユ
グ
セ
ル
な
t
り
し
弘
、
巴
里
よ

b
C
命

せ

る

猫

逃

の

枇

合

主

義

者

の

倫

敦

に

於

て

迦

草

せ

し

も

の

仁

し

て
λ

各

閣

の

第

四

階

級

に

撤

し

て
相
提
携
せ
よ
と
説
け
よ
り
世
界
各
闘
の
枇
労
働
階
級
拡
、
共
湿
の
利
害
を
有
せ
1
9
之

の

思

想

は

階

級
的
争
闘
の
築
設
仁
基
く
唱
の
仁
し
て
、
資
不
家
と
貸
工
、
傍
働
者
と
慨
憶
な
る
宮
豪
と
の
階
級

的
札
機
は
、
英
俄
爾
園
の
佐
合
主
義
者
仁
よ
F

り
て
夙
に
唱
道

3
れ
し
号
、
マ
ル
グ
ス
は
真
に
へ
l

グ
ル
の
解
説
法
を
応
用
し
て
、
之
が
歴
史
的
意
義
を
看
破
し
、
且
之
が
世
界
的
性
質
を
捕
獲
し
花

b
a
但
し
、
ド
グ
ト
ル
、
ハ
ム

γ
ヒ
ヤ
ー
が
り
B
H
V
V
口
oωo
ち
UQY-oroロ
o
g
u
n
Z
ω
u、
伯
仲
巾

g
仏

g
良一

RMnrgg-

H
k
m
U
N
W
W
Hゆ
0
ゅ
の
う
ち
に
捕
快
に
論
述
せ
る
が
如
く
、

po互
包

含

な

る

識

字

に

皐

詩

的

意

義

を
典
へ
し
は
マ
ル
グ
ス
に
初
、
ま
れ
る
が
、
乙
の
熟
字
は
一
万
来
古
代
緯
馬
に
於
て
、
子
女
を
生
む
の

外

岡

家

に

封

し

て

何

等

の

貢

献

す

る

腕

な

き

最

下

層

の

賎

民

を

舵

稀

せ

る

も

の

な

る

に

祇

合

主
義
者
は
乙
れ
を
以
て
、
図
家
に
取
t
り
て

r

鼠
ハ
に
，
有
用
な
る
岡
氏
の
選
良
な
2
9
ι

な
せ
F

り。

ζ 

の

7 

挑

織

的

激

突

の

効

果

は

極

め

て

著

る

し

く

£

で

}

八

六

回

年

に

γ
ル
グ
ス
が
倫
敦
に
於
〈
高

岡
一
労
働
者
協
和
臼
を
設
置
す
る
や
、
一
位
合
主
義
の
新
運
動
は
投
じ
開
始

3
れ
し
述
、
マ
ル
グ
ス
の
集

産
的
祉
合
主
義
之
、
バ
プ
コ

y

の
無
政
府
的
批
舎
主
義
と
の
内
託
基
し
く
、
じ
て
、
何
等
の
活
動
を

社

曾

主

義

の

現

紋

及

ぴ

鋳

-

来

五

0
1也

，
 

h

、、

、



祇

曾

主

義

の

現

扶

及

ぴ

絡

来

五
O
八

‘ 8 

"
も
試
ひ
る
能
は
み
少
、
協
一
舎
は
一
八
レ
七
六
年
・
・
に
至
ん
，
て
消
滅
し
た

bo
彼
の
士
ハ
産
主
義
者
宣
言
は

枇
合
主
義
者
の
バ
イ
プ
ル
と
古
都
す
可
く
、
而
し
て
牽
宅
忌
悌
ず
る
蕗
な
く
、
激
烈
な
る
革
命
の

必
要
を
唱
道
せ
る
が
故
に
、
世
人
が
祉
合
主
義
を
以
て
税
制
顛
夜
を
期
す
る
対
も
の
な
1
9
と
信
・
ポ
ノ

開
か
れ
食
る
は
そ
の
第
八
舎
な
よ
リ
。

の
一
枇
合
主
義
者
は
-
初
め
て
見
る
可
き
活
動
を
示
せ
よ
リ
。

る
は
、
強
も
失
蛍
な
よ
ツ
と
は
一
五
ぴ
難
し
。

了
ιリ
、
一
八
八
九
年
以
来
高
岡
枇
命
日
主
義
者
大
舎
の
時
仁
閥
、
合

3
る
t
h

あ
る
の
み

u

ツ
ッ
ト
が
ル
ト
ド
開
か
れ
大
る
は
そ
の
第
右
舎
に
し
て
、
本
年
コ
タ
ペ

Y

A

l

グ
ン
に

而
し
て
高
岡
持
働
者
協
舎
の
消
滅
せ
る
よ
t
り
以
来
各
閣

而
刃
も
そ
の
認
、
動
は
共
産
主
義
者
宣
言

然
れ
・
ど
宅
マ
ル
グ
ス
の
世
界
的
運
動
は
み
{
〈
失
敗
仁

一
九

O
七

年

γ
ュ

に
会
山
一
一
目
せ
る
と
乙
ろ
と
異
ん

J

、
無
政
府
主
義
者
に
よ
L
り
て
代
表
コ
れ
食
る
草
命
液
は
概
し
て
集

産
主
義
に
よ

b
て
代
表

3
れ
柁
る
立
憲
振
の
下
風
仁
立
て
よ
り
。
乙
れ
印
ty
赴
合
主
義
の
現
狭

な
よ
り
と
す
。

-回圃'
.園田冨

一
枇
合
主
義
の
現
妹
、
革
命
主
義
を
斥
け
て
、
立
官
邸
主
義
を
取
れ
る
乙
と
叶
料
、
そ
の
欧
洲
各
国
の
議

舎
に
於
て
、
代
議
士
を
出
し
、
そ
の
勢
カ
の
強
弱
の
総
選
泉
の
際
仁
於
け
る
駐
舎
業
候
補
者
の
成

功
如
何
之
、
そ
の
得
、
文
る
投
票
数
如
侭
之
仁
よ

'O
て
‘
之
を
測
定
す
る
の
事
安
に
探
し
て
之
を
知

る
可
し
。
次
の
表
は
英
図
一
枇
A

明
日
民
主
熊
本
部
の
出
版
仁
係
る
一
九
一

O
年
一
枇
合
主
義
者
年
鍛

土
1

り
抜
卒
せ
る
唱
の
仁
し
て
、
数
字
は
す
べ
て
社
合
議
側
の
計
算
仁
基
け
る
唱
の
な
れ
ば
、
悉
く

正
確
な
る
唱
の
な

b
と
は
認
め
難
を
替
、
一
万
来
ζ

の
積
の
統
計
は
そ
の
調
査
極
め
て
悶
難
な
れ

ば
野
ち
〈
之
に
従
ふ
乙
と
」
な
せ
ん

J
O

各
閣
議
舎
一
駐
舎
紫
安
カ
表

Z

一
社
箆
品
議
一
会
議
口
迂
直
野
一
:
J

ピ
員
の
同
」
ず
芯
ほ
怪
い
一
!
一
ー
員
の
同
一
ず
る
百
分
率
九
数

間

一

九

O
一
〕
七
、
穴
一
つ
O
四
て
九
四
λ
一
露
図
一
'
ヱ
ハ
一
三
、
七
一

1
1
一

部
一
八
四
一
回
一
一
、

o一
三
三
六
、
七
六
ニ
部
威
一
二
一
丸
、
四
一
大
七
、
四
三
五
一

図
一
五
五
一
丸
、
四

7
二一一

o、0
0
0
一

一

二

川

一

一

o一一一一一喜一一一

l
一

逸
一
四
五
一
一
一
、
一
ニ
一
}
一
一
、
一
一
五
九
‘
O
一
一
一
一
一
一
和
前
一
・
七
一
七
E
O
一
八
一
一
一
、
O
コ一大一

問

一

四

悶

λ
、
六
一
三
三
八
、
λ
六

五

一

潟

西

一

七

一

問

、

ニ

一

一

o
o、0
0
0
一

関

一

二

五

三

二

一

四

九

三

二

o一
土

岡

大

一

一

一

、

四

一

上

岡

一

一

円

四

五

‘
0
一
吉
三
回
、
九
一
一

o一
テ

リ

コ

一

一

三

三

一

一

八

E
O
O
O
一

典
a

一
ニ
一
四
一
回
、
七
一
七
五
、
0
0
0
一
セ
ル
ル
グ
イ
ア
‘
三

0
.
大
一
一
一
一
、
ご
一
三
一
一
一

抗

二

四

三

、

o一
九
一
つ
穴
一
四
八
一
ア
ル
ヘ
シ
ナ
デ
三

o
、
八
一
三
孟

o
o
…

丁焔英白伊絹-UU-:ff;'-填|関

9 

社
曾
主
義
の
現
紙
一
及
ぴ
絡
来

五
O
九
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社

曾

主

義

の

現

総

及

び

将

来

五

]
O

乙
の
表
の
調
製
せ
ら
れ
て
よ

b
以
後
、
実
働
西
勾
丁
等
の
諸
図
に
於
主
総
選
泉
あ

b
、
白
一
耳
議

に
は
半
数
改
選
あ
t
り
、
枇
命
日
議
の
代
議
士
は
稽
や
そ
の
数
を
増
加
せ
る
が
、
英
閣
に
あ
f

り
て
は
脚

か
そ
の
勢
カ
を
失
墜
せ
ん
'
。
倒
閣
に
於
て
は
合
同
枇
舎
撲
は
投
票
数
仁
於
て
は
前
向
の
総
選

壊
と
大
差
な
・
を
号
、
議
員
の
鍛
に
於
て
は
二
十
名
を
増
加
せ

bo
旬
牙
利
に
於
て
は
新
首
相
、
キ

ュ
!
ン
ヘ
プ
ル
ザ
ル
ー
は
図
民
勢
働
業
主
稀
ず
る
新
政
裳
を
越
し
て
総
選
壊
に
多
数
を
制
せ

し
が
、
乙
の
樹
氏
労
働
黛
の
枇
曾
主
義
と
波
交
渉
な
る
は
備
図
議
舎
に
於
て
最
悲
優
勢
な
る
赴

合
主
義
念
進
諸
の
事
資
に
於
て
、
駐
合
主
義
と
誌
だ
相
距
れ
る
が
如
し
。
丁
抹
の
総
選
患
は
注

意
す
可
を
の
幾
化
を
庄
一
一
件
了
一
夕
、
西
班
牙
に
於
て
は
一
名
の
祉
合
議
代
議
士
初
め
て
議
合
仁
選
出

せ
ら
れ
た
1
9
0

米
間
仁
於
て
拡
一
枇
合
設
は
前
向
の
大
統
領
選
禦
仁
五
十
高
票
を
挟

b
、
州
舎
の

う
や
り
に
は
一
枇
舎
u総
長
を
議
員
中
に
数
ふ
る
唱
の
少
な
し
と
せ
み
が
ノ
。

政
治
上
に
於
け
る
枇
合
主
義
の
安
カ
は
有
の
表
仁
よ
ら
て
断
定
し
一
得
可
き
に
あ
ち
歩
、
英
図

努
働
総
中
に
職
工
組
合
阪
と
枇
合
主
義
者
ー
し
の
存
す
る
が
如
く
、
綿
花
叉
錦
図
の
赴
舎
業
中
仁

会
筒
抜
I
C
濁
立
総
と
の
存
す
る
が
如
く
、
其
閥
係
極
め
て
駿
昧
な
る
の
み
か
ど
が
意
見
の
相
達

也
容
易
に
測
知
し
難
し
。
然
れ
ど
も
赴
合
主
義
が
政
治
上
に
有
力
な
る
位
地
を
占
む
る
は
事

戦
只

t

じ
し
て
九
段
誠
一
近
二
十
年
間
広
於
て
殊
に
長
足
の
進
歩
を
見
、
t
b
o
a

之
が
先
頭
一
広
立
て
る
は
勿

論
濁
逸
に
し
て
、
そ
の
運
動
の
起
源
最
も
古
く
、
而
し
て
爾
係
諸
問
に
於
け
る
よ

b
弘
政
治
上
に

活
動
し
且
一
致
問
結
の
輩
固
な
る
は
、
{
は
マ
ル
グ
ス
の
皐
設
の
最
も
一
濁
逸
人
に
解

3
れ
易
さ

と
、
一
は
人
民
の
構
成
に
服
し
規
律
を
守
る
の
素
養
を
有
す
る
が
矯
な
よ
リ
。

サ
祉
合
兵
主
熊
は
一

八
レ
ω

一
年
に
は
帝
国
議
合
同
一
応
二
名
の
代
議
士
を
選
出
せ
し
が
、
爾
来
苦
闘
し
て
政
府
の
麿
抑
に

抗
し
、
総
選
泉
毎
に
そ
の
勢
力
を
増
加
し
、
一
八
八
七
年
に
は
七
十
六
寓
の
投
票
を
得
て
十
一
人

の
代
議
士
を
選
出
せ
し
が
、
一
s

九

O
一
一
一
住
ー
に
は
三
百
世
間
W
一
雨
の
選
壌
入
を
得
て

ι

八
十
一
人
の
議
員

一
九

O
七
年
の
総
選
懇
仁
は
黛
勢
擦
張
の
従
来
の
卒
を
維
持
す
る
能
は
み
y
、

唱
を
壊
げ
一
得
セ

60

'11 

投
薬
の
増
加
は
僅
々
二
十
五
高
架
に
止
ま
台
、
代
議
士
の
数
以
四
十
三
人
に
繊

b
セ
t

り
し
が
、
ド
¥

ユ

1
0
!
の
財
政
改
草
案
践
鉄
し
て
、
相
毅
税
諮
案
の
否
決
コ
れ
て
よ
台
、
社
合
紫
は
殆
ん
と
補

繰
越
感
毎
に
勝
利
を
悔
し
、
今
や
そ
の
議
員
の
数
約
五
十
と
な
れ
ん
ソ
。
下
層
祉
舎
を
し
て
政
権

に
近
が
含
ち
し
め
ん
が
銭
に
制
定

3
れ
北
る
一
ニ
級
選
翠
制
度
の
不
利
設
な
る
を
忍
ば
っ
、
な

ほ
且
つ
一
昨
年
の
普
閣
議
合
総
選
懇
仁
於
て
、
」
初
め
て
必
人
の
代
議
士
を
恕
げ
得
セ
る
が
如
き

亦
祉
合
主
義
の
成
功
と
日
す
可
し
。
普
闘
統
計
局
の
調
査
仁
擦
る
に
原
選
恩
人
の
二
割
三
分
毎

枇
合
主
義
の
現
扶
笈
官
絡
凍

主
]
い
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五
一
ニ

八
屈
は
一
般
合
民
主
議
の
遊
感
人
を
投
票
し
北
よ
ソ
と
一
五
ヘ
ば
ゴ
一
級
幾
康
制
の
如
何
に
一
枇
曾
F

誌

を
副
司

枇
曾
主
地
問
の
現
総
及
伊
将
来

踊
す
る
か
は
容
易
に
推
測
し
得
可
し
。

側
闘
に
於
け
る
近
世
の
一
般
舎
主
義
は
一
八
七
六
年
に
、
グ

l

ド

の

む

命

五

年

に

し

て

蹄

倒

せ

る
時
に
始
ま
れ
よ
ツ
と
一
五
ふ
可
し
、
グ

1

ド
は
マ
ル
グ
ス
主
義
に
必
酵
し
、
之
が
誠
吹
に
み
了
刀
を
傾

注
ぜ
1

り
。
野
議
合
運
動
は
一
八
八
五
年
に
」
初
め
て
開
始

3
れ
、
一
'
八
八
九
年
に
は
議
員
の
数
レ
七

人
仁
過
ぎ
も
d
b
L
仁
一
八
九
三
年
・
仁
は
各
政
の
一
枇
合
紫
は
凶
十
四
蔦
の
投
票
を
得
て
総
計
四

町
十
二
一
人
の
議
員
を
出
し
、
議
舎
内
の
一
一
勢
力
と
な
れ
・
9
0

一
九

O
六

年

に

は

投

票

は

約

九

十

寓

上
述
せ
ゐ
が
如
く
組
側
逸
の
絞
命
日
民
主

誌
は
最
近
の
総
選
泉
仁
於
て
投
票
数
は
増
加
し
'
つ

•• 
、
著
し
く
議
員
の
数
を
減
や
し
仁
、
之
仁
反

に
上
1

り
、
議
員
の
放
は
増
加
し
て
五
十
四
人
と
な
れ

b
。

し
て
倣
闘
の
一
枇
合
紫
員
は
本
年
の
総
選
翠
に
裕
一
て
は
投
票
の
増
加
十
市
内
入
に
過
ぎ
み
少
し
て
、
議

席
二
十
を
鼠
も
議
員
総
数
七
十
四
人
仁
上
れ
ん
。

但
し
仰
倒
仁
於
け
る
祉
命
日
紫
各
仮
の
離
令

集
散
、
朝
ー
タ
を
測
ら
も
C

る
魁
守
の
れ
ば
、
軽
々
し
く
一
祉
合
主
義
勢
力
の
治
長
を
口
仁
し
難
し
と
雄
港

一
九

O
五
年
抑
制
硬
論
者
が
ジ
ふ
A
i
レ
ス
を
米

b
て
合
同
一
枇
命
日
u誌
を
組
織
せ
る
よ
・
夕
、
温
和
論
者

は
組
側
立
枇
合
撲
と
稀
し
て
之
仁
野
立
す
る
乙
と
、
な
れ
よ
ツ
。

而

じ

て

以

上

仁

恕

げ

セ

る

最

近

爾
伺
の
議
員
数
は
合
同
枇
舎
裳
に
就
て
一
五
へ
る
に
て
、
濁
一
立
枇
合
紫
は
之
に
計
算
せ
ポ
ノ
要
す
る

に
働
問
仁
あ
ら
て
は
組
側
逸
に
於
け
る
よ
'
り
も
政
界
に
勢
力
あ
i
り
、
一
八
九
九
年
ミ
ル
ヲ
、
ン
、
が
祉

合

紫

よ

b
出
で

h

一
初
め
て
内
閣
大
臣
の
列
に
加
は
れ
る
よ

b
i数
人
の
大
臣
を
出
し
、
昨
年
の
内

閣

夏

迭

に

於

て

ア

リ

ア

ン

内

閣

議

長

と

な

t
り
、
首
相

g
亦

吐

合

黛

員

の

市

ひ

る

所

と

な

れ

ん
J

、そ

の
他
現
内
問
仁
拡
更
に
三
人
の
壮
舎
熊
員
あ
・
'
今
、
何
れ

aυ
黛

友

ょ

ん
J

主
義
に
忠
資
な
ら
・
・
?
と
の

攻
撃
を
受
け
つ
，
h

あ
る
が
、
ζ

れ
最
活
興
味
あ
る
の
紡
に
し
て
、
バ

l

ン
ス
に
せ
よ
、
プ
リ
ア
シ
じ

せ
よ
、
一
度
責
任
あ
る
の
地
位
仁
立
た
ん
於
勢
び
奮
友
の
過
激
な
る
主
張
を
排
斥
せ
ぎ
る
を
得

歩
。
最
近
の
同
盟
罷
業
仁
野
し
、
プ
リ
ア
ン
の
強
硬
な
る
態
度
を
執
て
之
を
鈴
鹿
せ
し
は
脅
然

の
乙
と
に
し
て
、
而
し
て
合
同
赴
舎
紫
の
激
烈
な
る
攻
撃
宅
建
に
内
閣
を
繍
覆
ず
る
乙
と
能
は

も

d
b
し
に
あ
ら
歩
や
。

英
闘
に
於
て
一
般
合
主
義
の
再
興
せ
し
は
働
問
L
d，
，
り
が
も
怒
れ
、
一
八
八
一
年
初
め
て
民
主
同
盟

の
起
る
ゐ

b
三
年
の
後
冠
す
る
に
一
枇
舎
の
丈
字
を
以
て
し
、
現
一
首
相
ア
ス
キ
ス

ι殆
ど

同

時

仁

牛
津
に
在
感
吃
る
川
イ
ン
ド
マ
ン
、
専
ら
猫
逸
式
マ
ル
グ
ス
式
の
枇
合
主
義
を
英
国
の
地
広
務

純
せ
ん
と
識
す
が
花
よ
り
。
而
一
も
一
枇
命
日
主
義
の
政
治
上
の
一
!
運
動
と
認
め
ら
る
也
、
じ
至

b
し
は
、
一

13 

社

合

主

義

の

現

伏

及

び

将

来

五ご一一
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一
枇
命
有
志
~
義
の
咽
姉
妹
及
ww

終

・

米

五

一

一

一

鴎

八
九
一
一
一
年
に
獅
立
労
働
紫
の
組
織

3
れ
し
よ

b
以
来
の
乙
に
し
て
、
同
議
の
勃
興
は
殊
仁
註
意

を
婆
ず
る
替
の
あ
ら
。
郎
も
濁
英
悦
諸
闘
に
於
一
け
る
舵
舎
民
主
黛
の
如
〈
努
働
階
級
以
外
の

人
士
仁
よ

-b
て
故
吹

3
れ
て
而
し
て
後
成
立
せ
る
唱
の
仁
あ
ら
歩
し
て
、
職
工
組
合
を
組
織
せ

ー

る
労
働
者
の
税
わ
ら
率
先
主
唱
せ
る
結
果
仁
成
れ
1

り。

初
め
倫
敦
に
ド

y

グ
放
に
一
泊
斯
従
業

者
の
え
ト
ラ
イ
グ
、
の
起
れ
る
に
際
し
て
一
八
八
九
年
を
以
て
「
新
組
合
主
義
」
ロ

2
口口一
o
ロ2
3
な
る

運
動
生
廿
し
が
、
ζ

れ
が
領
袖
は
職
ヱ
一
組
令
長
に
し
て
一
而
し
て
枇
曾
主
義
者
な

b
を
。
そ
の
猫

逃
よ
F
9
輸
入

3
れ
セ
る
枇
舎
民
主
々
義
の
皐
設
が
影
響
を
受
け
し
沿
も
の
な
る
乙
と
は
勿
論
じ

し
て
、
乙
の
運
動
は
次
第
に
各
地
に
蔓
婚
し
、
議
ー
に
一
八
九
三
年
に
歪
J

り
て
坑
夫
よ
1
9
身
を
超
せ

る
ケ

i

ア、
A

i
ヂ
!
の
奔
走
に
よ
う
て
、
濁
立
紙
切
働
議
の
組
織
を
見
セ
る
な
1

リ
。
そ
の
目
的
は

臓
ヱ
組
合
を
民
主
々
義
化
せ
ん
と
す
る
に
あ

rb
て
、
賞
一
初
数
年
は
そ
の
運
動
微
々
と
し
て
援
は

会

b
し
号
、
千
九
百
年
二
月
労
働
代
表
委
員
の
設
置
き
れ
し
ょ

b
、
運
動
は
接
々
敏
活
と
な

b
、何

年
の
総
選
製
仁
ケ

I

ア
、
川
!
択
し
'
!
の
蛍
m
践
を
見
文

-bo

次
で
タ
ヅ
フ
、
グ
ヱ

l

ル
事
件
の
剣
決

は
職
工
組
令

ε駆
て
ム
佐
々
一
枇
合
主
義
仁
近
か
し
め
、
労
働
代
表
委
員
の
推
選
せ
る
候
補
者
は
一

九一

0
・0
年
に
は
グ
!
ア
ρ
!
ヂ
ー
を
合
せ
て
四
人
の
嘗
一
選
者
を
出
せ
し
に
渇
ぎ
な
・
6
し
号
、
一

九

O
六
年
に
は
勿
脚
色
常
選
者
二
十
九
人
に
増
加
し
、
世
人
の
之
を
見
〈
位
以
然
自
失
せ
る
聞
に
労

働
黛
之
改
稿
せ
t
リ
。
蛍
時
抗
犬
同
盟
そ
の
他
の
職
工
組
合
よ
よ
リ
が
も
二
十
有
飴
名
の
代
議
士
を

綾
田
せ
し
が
、
坑
犬
同
盟
所
属
の
代
議
士
十
三
人
は
一
九

O
八
年
六
月
の
決
議
を
以
て
努
働
業

仁
加
盟
し
、
誠
一
飴
の
加
盟
者
補
銚
選
懇
の
勝
利
等
に
よ
J

り
て
、
一
九

O
九
年
の
末
に
は
捺
働
議
の

議
員
は
総
計
四
十
六
人
を
数
ヘ

t
b
o

本
住
ー
の
総
選
患
に
於
て
は
四
十
人
に
減
少
し

t
b
し

号
、
英
図
め
労
働
黛
は
爾
係
諸
闘
の
枇
労
働
鶏
よ

64αu-異
の
労
働
階
級
の
代
表
者
な
ム
ソ
と
目
ず
可

く
、
そ
の
勢
カ
の
俄
然
と
し
て
勃
興
せ
し
乙
と
叉
他
に
類
例
な
し
。
乙
れ
蓋
し
職
ヱ
組
合
な
る

禁
固
な
る
基
礎
を
有
ず
る
が
潟
な
-
b
と
見
る
可
く
、
目
下
議
員
総
計
百
四
十
八
高
六
千
三
百
八

人
に
上
よ
り
、
う
も
百
四
十
五
蔦
六
百
四
十
八
人
、
印
も
そ
の
九
割
レ
匂
分
は
職
工
組
合
員
た
ら
。
但

し
職
工
組
合
員
は
果
し
て
一
枇
舎
主
義
を
信
奉
す
る
も
の
な
よ
ツ
や
否
や
、
乙
れ
余
撃
が
下
広
裕
一
て

真
に
論
及
せ
ん
と
欲
ず
る
所
な
F

り。

15 

瑛
闘
に
於
け
る
運
動
の
開
始

3
れ
北
る
は
、
濁
逸
と
殆
ん
ど
精
子
『
同
う
し
、
リ

l

プ
グ
ネ
ヒ
ト

は
一
八
六
九
年
に
於
て
践
に

γ
ル
グ
ス
主
義
を
ウ
イ

i

y
に
於
て
体
遺
せ
よ
リ
。
然
れ
ど
弘
共

産
仮
と
無
政
府
波
l
L

の
内
託
多
年
じ
亙
F

り
て
主
義
の
普
及
仔
は
る
可
く
も
あ
ら
歩
、
一
八
八
八

五
一
五

枇
曾
主
義
の
現
伏
及
wv
将
来
・
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経
曾
主
義
の
現
吠
及
ぴ
腕
府
来
.

年
に
一
期
振
の
令
同
成
'
り
て
よ
1
リ

初

め

て

鮭

舎

民

主

的

運

動

以

政

治

上

敬

意

味

を

有

ナ

る

を

得

北

60
砂
阿
-
初
専
必
主
張
せ
る
は
選
懇
件
院
の
改
正
、
成
年
男
子
投
票
椎
の
行
使
に
し
て
、
一
八
九
一
一
一

年

じ

タ

ア

プ

ヱ

伯

が

選

率

絵

殴

玉

泉

を

提

出

せ

る

は

、

乙

の

主

張

を

容

れ

ん

が

匁

な

ち

を

。

一

八
九
七
年
仁
新
選
邸
中
法
を
安
施
ず
る
や
、
耽
合
紫
は
初
め
て
十
レ
七
人
の
代
議
士
を
帝
回
議
舎
に

出
し
、
一
九

O

一
年
の
総
選
懇
仁
は
十
人
仁
誠
廿
し
号
、
勝
て
普
通
選
患
の
要
求
盆
々
激
し
く
一

九

O
五
年
に
は
街
上
に
一
一
撲
の
起
る
に
至
れ
よ
り
。

五〕
t
{

ハ

か

く

て

翌

年

普

議

選

思

案

は

議

舎

を

通

過

し
て
、
祉
合
主
義
は
一
践
し
て
、
議
舎
内
の
有
力
な
る
政
熊
と
な

b
、
一
九

O
レ
七
年
の
総
選
泉
に
は

百
両
以
上
の
投
票
を
得
て
八
十
必
人
の
代
議
士
を
同
選
出
し
柁
L
リ

。

由

来

瑛

閣

の

議

舎

は

常

に

民
族
的
総
執
の
烈
し
を
が
潟
、
成
績
を
翠
?
る
能
は
も
C

る
の
常
な
る
が
、
新
議
舎
仁
於
て
は
祉
命
日

常

の

強

硬

な

る

態

度

を

執

れ

る

が

然

、

珠

算

の

成

立

を

見

文

る

乙

と

あ

b
、
ド
グ
ト
ル
、
F
ド
ラ

l
、

(
ド
レ

i
ジ

著

瑛

投
に
ド
グ
ト
ル
、
レ
シ
ナ

l
等
は
著
る
し
く
一
枇
合
主
義
の
信
用
を
高
め
な

bq

向
閥
五
二
頁
参
着
)
。

白
耳
議
に
於
て
枇
命
日
主
義
の
」
初
め
て
政
界
に
現
は
れ
文
る
は
、
一
八
八
五
年
に
一
労
働
黛
の
組

織

3
れ
し
時
に
在
よ
り
。
而
宅
亦
内
証
絶
え
み
少
し
て
一
八
九
四
年
に
至

b
、
漸
く
仁
し
て
三
十
高

の
投
票
を
得
て
議
舎
に
ニ
十
八
人
の
代
議
士
を
閉
門
し
た

60

主
労
働
熊
組
織
せ
ら
れ
、
一
九

O
一

年

に

は

必

人

の

議

員

を

恕

げ

北

b
。

そ
の
後
議
勢
の
隆
替
常
な
く
、
一
九

O
六

年

に

は

投

票

四

十

右

蔦

に

上

1

り
て
、
代
議
士
三
十
人
を

乙

の

年

和

蘭

に

於

て

省

批

舎

民

白

耳

義

の

持

働

紫

は

得
次
で
一
一
一
十
五
人
に
増
加
し
た
よ
リ
。

々

慮

女

の

態

あ
L

り
と
一
五
ふ
可
し
。

但

し

一

八

九

四

年

の

勢

を

脱

兎

仁

比

す

可

く

ば

今

や

総

.

伊
太
利
に
於
て
絞
曾
主
義
者
の
-
初
め
て
議
舎
に
入
1

リ
し
は

一
八
八
二
年
に
し
て
、
十
年
の
後
に
歪
L

リ
赴
合
兵
主
議
に
倣
へ
る
政
黛
創
立
せ
ら
れ
セ
・
9
0

九

O
三
年
の
総
選
壊
に
は
一
二
十
二
人
の
代
議
士
を
出
せ
し
が
二
九

O
九

年

の

総

選

壌

に

は

四

十
二
人
を
懇
げ
-
次
で
増
加
し
て
四
十
五
人
と
な
れ

60
、
伊
太
利
の
枇
舎
紫
は
業
内
の
札
機
甚

し
く
、
殆
ん
ど
四
分
五
裂
の
姿
を
呈
せ
る
が
、
政
治
枇
舎
に
於
け
る
勢
力
は
決
し
て
侮
る
可
か
ら

歩。以

上

の

事

変

じ

よ
F

り
て
之
を
観
察
す
れ
ば
、
赴
舎
主
義
は
最
近
二
十
年
間
否
十
年
間
に
於
て
、
俄

然

と

し

て

政

治

世

舎

の

一

大

勢

力

と

な

れ

る

を

知

る

可

く

、

恰

が

苦

労

働

階

級

を

風

廃

し

て

そ

の
目
的
に
向
て
澗
歩
し
つ
也
、
あ
る
が
如
し
。

然
れ
ど
信
事
費
果
し
て
然
る
か
、
マ
ル
グ
ス
の
夢

11 

想
は
将
来
果
し
て
安
現
時
、
d

る
可
を
か
、
高
岡
の
貧
兵
は
果
し
て
相
合
同
し
て
、
生
産
の
手
段
、
立
る

砥
曾
主
義
の
現
・
扶
及
次
時
前
市
水

五
]
七
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一
肱
曾
主
義
ん
の
現
状
及
ん
官
、
勝
。
来

‘- F、

、・，

五一

λ

18 

私
有
財
産
の
藤
止
を
要
求
し
一
つ

h

あ
F

り
や
。

a 同

.謂・'1..... ・
民唱帽

ヒ

枇
合
主
義
者
の
目
的
と
す
る
所
如
何
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
剛
山
口
m
O

吋
の

m
g
〔
出
ミ
ヌ
己

H
U
H
O

に
就
て
研
究
す
る
を
以
て
は
取
ぽ
り
便
利
な
1

り
と
す
。

新

著

民
O
仏

ω吋ロ

ω
o
n
Eナ

乙
の
澄
同
は
世
合
撲
の
政

綱
数
篇
を
収
録
せ
る
が
、
殊
に
多
照
す
可
き
は
粥
逸
一
位
舎
民
主
嬢
が
、
一
八
九
一
年
ヱ
ル

ア

ル

ト

仁
於
て
議
定
せ
る
H
U

の
乙
れ
な

6
0

乙
の
政
綱
は
却
も
有
産
赴
舎
と
下
層
社
命
日
と
の
階
級
的

戦
闘
盆
々
激
烈
な
る
可
き
を
痛
言
し
、
土
地
、
鍍
山
ー
原
料
、
器
械
、
交
通
機
関
等
、
生
産
に
要
す
る
私
有

財
産
を
泉
げ
で
赴
舎
の
財
産
と
な
し
、
一
枇
舎
の
力
を
以
ー
て
生
産
事
業
を
経
替
す
る
に
あ
ら
ポ
ノ
ん

ば
、
下
回
府
枇
舎
の
幸
一
臓
を
回
る
の
吋
策
な
し
と
し
、
持
働
祉
舎
を
組
織
し
て
乙
の
白
血
%
必
の
下
に
資

本
家
仁
野
抗
せ
し
め
ん
乙
と
を
期
ぜ
ん
J
O

備
撲
の
一
枇
合
主
義
も
将
、
文
叉
英
図
の
枇
合
民
主
紫

も
そ
の
主
張
す
る
所
は
皆
同

轍
一
に
出
づ
と
概
述
-
而
毛
各
図
の
議
舎
に
於
け
る
一
枇
舎
主
義
の

勢
カ
増
進
は
、
乙
の
政
綱
の
目
的
と
す
る
所
に
向
て
進
み
つ

h

あ

b
や。

寸
枇
合
主
義
者
の
誘
説

は
紙
切
働
者
を
諮
絡
す
る
仁
於
て
品
川
一
一
の
遺
憾
な
く
、
戒
は
そ
の
自
負
必
仁
訴
ヘ
或
は
そ
の
利
己
必

を
動

hvjし
或
は
現
在
の
ザ
小
平
を
挑
緩
し
或
は
向
精
来
の
幸
一
服
を
夢
想
せ
し
め
〆
、
従
来
の
政
擦
を
し

て争

一
指
を
奇
抜
働
者
の
上
に
加
へ
し
め
含
る
の
概
あ
ク
と
臨
港
市
電
そ
の
紫
勢
に
消
長
あ
み

は
、
偶
ま
以
て
そ
の
効
果
の
意
恕
外
仁
乏
し
を
乙
と
を
詮
明
せ
ホ
/
ん
ば
あ
ち
歩
。

U

艇
の
根
底
最
電
撃
闘
な
る
濁
逃
に
就
て
見
る
宅
、
一
批
命
日
主
義
の
精
紳
を
催
守
せ
る
議
員
材
、
一
枇
合

今
枇
舎
民
主

紫
の
候
補
者
に
投
票
せ
る
選
泉
入
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
歩
。

六
年
の
総
選
禦
の
結
果
に
就
て
調
査
す
る
鹿
に
擦
れ
ば
、
二
ユ

I

ル
ム
ペ
ル
ヒ
に
於
て
は
二
割

ド
グ
ト
ル
、
ミ
ヘ
ル
ス
の
一
九

O

、、、、

三
分
二
庫
川
ム
プ
ル
ヒ
に
於
て
は
一
割
八
分
、
伯
林
に
於
て
は
一
一
割
一
分
、
一
ア
イ
ア
チ
ヒ
に
於
℃

は
一
割
凶
鹿
フ
ラ
ン
グ
ブ
ル
ト
に
於
て
は
七
分
ニ
厘
一
、
更
に
ザ
ア
グ
セ
シ
に
於
て
は
八
分
八
一
煙
、

バ
ー
ア
ン
に
於
て
は
八
分
レ
七
厘
仁
過
ぎ
も
d

l

り
を
。

俄
岡
仁
於
て
も
一
九

O
六
"
年
の
総
選
柴
仁

於
て
一
枇
合
撲
の
候
補
者
は
九
十
蔦
葉
を
得
し
号
同
黛
に
加
盟
せ
し
-uυ

の
は
五
高
二
千
人
に
過

ぎ
念
・
'
り
を
-
見
る
可
し
、
一
枇
合
黛
の
候
補
者
の
め
同
諜
一
の
柴
を
得
る
は
、
世
舎
の
{
め
ら
ゆ
る
方
面
仁
於

け
る
不
平
家
の
後
援
を
得
る
が
潟
に
し
て
、
ζ

れ
ら
の
不
平
家
は
必
演
し
宅
一
位
命
日
主
義
の
階
鼠
.

的
戦
闘
を
是
認
す
る
告
の
に
あ
ら
た
』
る
と
と
を
。

枇
合
主
義
と
職
工
組
令
と
の
関
係
宅
極
め
て
瞬
妹
模
湖
、
従
ふ
る
の
に
し
て
図
仁
よ
1
9
、
て
大

11> 

に
そ
の
事
情
を
異
に
せ
ら
。

3

そ
の
関
係
の
日
取
引

v

密
阿
切
な
る
ほ
勿
¥
論
濁
逸
に
し
て
二
八
六
三
年

枇
曾
主
義
の
攻
、
獄
及
wv

将
来

五

九
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枇
曾
主
義
の
現
状
、
及
ぴ
将
来

M

W

4

に
ラ
ツ
サ

i
ル
の
一
枇
金
主
義
め
鍬
労
働
者
同
涯
を
組
織
せ
る
ほ
、
邸
も
、
赴
命
日
主
義
の
援
総
な

b
と

目
守
口
る

-h

の
常
な
る
が
、
職
工
組
合
と
一
般
合
兵
士
・
一
方
議
と
の
相
提
携
し
て
大
仁
勢
力
を
機
張
せ

る
は
、
一
八
九

O
年
以
来
の
じ
ら
な

b
。
而
し
て
赴
舎
民
主
黛
仁
接
援
を
血
ハ
ヘ
、
之
が
脊
骨
の
重
き

を

然

せ

る

職

工

組

合

の

数

は

極

め

て

紗

多

し

〈

組

合

員

の

数

は

一

九

O
一
年
に
六
十
七
荷
入

な
よ
ツ
し
が
一
九

O
八
年
に
は
百
八
十
一
一
一
湾
人
に
上
れ

AJO

而
唱
他
の
組
合
員
五
十
前
向
人
は
瑛

は
枇
合
主
義
に
反
拠
却
し
或
は
一
般
合
撲
と
無
関
係
な
る
乙
と
を
明
ム
一
一
日
し
つ
--h

あ
よ
リ
。
僻
図
に
ゐ

F

り
て
は
一
批
舎
黛
と
職
工
組
令
と
の
反
目
盆
々
甚
し
く
傍
働
組
合
聯
合
本
部
は
断
然
周
一
有
主
義

之
政
治
上
の
行
動
と
に
反
針
し
、
問
問
家
を
敵
脱
せ
よ
り
。
備
闘
に
於
て
職
工
組
合
を
サ
シ
ヂ
カ
!

と

稀

せ

る

よ
F

り
、
乙
の
主
張
を
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
と
稀
し
伊
太
利
仁
於
〈
殊
に
賛
成
者
多
し
。

一
泡
頃
蘇
格
蘭
に
起
れ
る
一
枇
命
日
主
義
労
働
者
議
電
同
一
の
主
義
に
基
き
、
米
闘
に
も
同
一
の
主
張

を

潟

せ

る

者

あ

b
o

五
二

O

瓦
に
英
国
に
於
け
る
祉
舎
主
義
と
職
工
組
合
と
の
関
係
如
何
と
一
五
ふ
仁

上
誕
の
如
く
新
組
合
主
義
の
勃
・
興
は
、
勢
働
黛
組
織
の
因
を
潟
せ
る
が
、
職
工
組
合
加
盟
者
二
百

四
十
蔦
人
の
う
も
峨
労
働
殺
に
関
係
あ
る
は
約
百
五
十
寓
人
な
る
も
、
而
苦
労
働
黛
に
関
係
せ
I
り

之
〈
決
し
て
一
枇
舎
主
義
者
な
る
仁
は
あ
ら
・
歩
、
勿
論
勢
働
議
の
呼
耳
を
執
れ
ふ
は
数
育
あ

b
、怜

仰

な

る

粧

舎

主

義

者

な

1
?
と
雌
弘
、
職
工
組
合
の
領
袖
中
に
は
社
合
主
義
を
惇
ば
ぎ
る
也
の
少

而
し
て
組
合
員
の
多
数
は
ブ
岬
ノ
ト
ボ
ー
ル
短
艇
競
漕
の
勝
負
に
熱
中
し
て
他
を
顧

か
ら
索
。

故
r
L

粧
品
自
民
主
業
は
枇
労
働
黛
の
潟
ず
な
き
を
潮
笑
せ
I

り-

に

枇

合

主

義

反

針

の

監

潮

侮
I

り
難
を
も
の
あ
る
は
、
ホ
ス
ノ
ボ

i

y

事

件

じ

よ

ら

て

之

を

見

る

可

く
、
そ
の
列
決
の
結
果
、
持
働
議
以
強
制
的
に
職
一
工
組
合
仁
諒
し
て
経
費
、
の
分
擦
を
逼
る
乙
と
能

み

る

の

遼

あ
F
ワ
ボ
J

。

職

工

組

合

中

は
ぎ
る
乙
'
と

h

な
れ
ら
'o

…
九

O
九

年

に

議

院

基

金

の

梯

込

ま

れ

し

も

の

一

高

三

千

六

百

二

十
二
礁
に
一
連
せ
し
が
、
祉
命
日
主
義
者
の
園
憐
よ

b
寄
附
せ
し
は
ニ
有
五
十
八
誠
切
に
過
ぎ
ヂ
し
て

そ
の
他
は
皆
職
工
組
合
の
鴎
出
せ
る
所
な
よ
リ
堂
。

今
や
職
工
組
令
員
中
に
は
、
そ
の
不
快
E

乙
せ

る

政

策

に

韓

援

す

る

亡

と

を

好

ま

さ

る

唱

の

あ
h
ゆ
っ
、
職
工
組
合
政
治
白
由
同
盟
を
組
織
し
て
「
政

議

政

治

よ

b
職
工
組
合
を
、
不
正
の
費
消
.
よ
ら
そ
の
基
金
を
政
治
上
の
座
制
よ
1

り
そ
の
合
員
を

保
護
せ
ん
‘
乙
と
を
期
す
る
に
室
れ
'hJl

要
す
る
仁
傍
働
者
を
目
し
て
祉
命
日
主
義
化
し
つ

h

あ

A
ツ
と
は
認
め
難
し
。

真

に

縛

b
て
祉
合
主
義
の
鑓
選
如
何
と
顧
み
る
に
、
無
政
府
、
仮
ー
と
共
産
波
と
の
問
に
起
れ
る

21 

初
期
の
札
機
は
、
寧
ろ
手
段
の
如
何
に
重
き
を
置
け
る
も
の
な
1

り
し
列
無
政
府
波
は
る

-h

〈

敗

北

引
枇
曾
主
義
の
現
紙
及
ぴ
腕
岡
山
水

五
二
〕
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枇

曾

主

義

の

現

欣

及

一

校

将

来

~

し
て
少
く
芯
欧
洲
に
あ

b
て
は
、
復
允
枇
合
主
義
の
う
ち
に
数
へ
ら
れ
怠
る
乙
と
ー
も
な
れ

b
J

1

次
で
之
仁
代
れ
る
札
機
は
、
マ

五
一
二
一
.

J 

' 

ル
グ
ス
の
血
脈
を
停
へ
文
i

リ
と
信

b
て
革
命
的
手
段
の
賀
行
を

期
せ
る
唱
の
と
徐
々
仁
改
草
を
貴
行
し
て
其
目
的
に
.
建
せ
ん
乙
と
を
志
せ
る
俗
論
波
若
く
ば

政
綱
修
正
採
邸
ら
改
革
減
と
の
問
仁
起
れ

1

・り。

息
i

設
と
し
て
は
主
義
と
し
て
は
革
命
援
は
常

に
勝
利
を
得
る
信
事
安
に
於
て
は
俗
論
阪
の
意
見
常
仁
行
は
れ
革
命
淡
の
依
然
と
し
て
月
兎

， 

:' 

を
遂
へ
る
に
反
し
て
.
俗
論
波
は
或
は
地
方
自
治
の
局
仁
常
L
リ
、
訴
は
一
一
舵
合
改
革
の
貴
を
牧
め
つ

つ
あ
J

り
。
而
し
て
最
新
の
壮
食
業
中
最
宅
有
力
な
る
英
国
の
濁
立
労
働
z擦
の
如
き
、
去
の
主
張

極
め
て
温
和
に
し
て
、
一
枇
合
民
主
紫
の
精
榊
北
る
階
級
的
抑
制
闘
に
就
て
事
宅
一
五
ふ
所
な
し
。
が

て
て
赴
舎
主
義
の
運
動
盆
々
普
及
ず
る
と
共
仁
、
日
々
の
根
底
は
次
一
一
第
仁
動
揺
し
、
之
7
ζ

同
時
に
そ

の
率
設
の
前
提
唱
前
後
相
次
で
排
斥

3
れ
、
、
デ
ム
バ
ル
ト
教
授
の
巧
み
に
評
せ
る
が
如
く
、
駐
命
日

主
義
の
皐
説
は
グ
ヱ
ネ
チ
ア
の
鐘
楼
の
如
く
献
が
に
・
崩
壊
し
了
れ

bo
‘
之
れ
が
崩
壊
を
来
せ

る
は
主
と
し
て
事
件
の
港
行
の
マ
ル
グ
ス
の
務
恕
の
如
く
な
ち
勺
・
C

F

り
し
が
然
な
t

り
と
認
む
可

き
号
、
而
分
市
内
部
本
視
は
れ
柁
る
改
草
仮
設
に
無
政
府
訴
の
攻
撃
外
部
ょ
ん
'
加
へ
ら
れ
北
る
ル

ロ
ア
ぷ
リ
品

i
(
n
o
-
5
2
Z
2
5
0
)
ζ
長
o
n
r
(〉

Q
U一門戸一

3
3
E色。ロ
0
3
0
n
互い
m
g
・6
0
∞
)
ハ
等
の
酷
評
を

始
と
し
て
就
中
、
ジ
ヱ
プ
，
レ
}
教
授
、
デ
ム
バ
ル
ト
教
授
、
ド
グ
ト
ル
、
A

マ

ヒ

ヤ

I
等
の
好
意
を
示

し
つ

h

而
唱
嘉
宅
仮
借
す
る
乙
と
な
き
有
効
な
る
評
論
の
力
な

bEC-
一
五
は
ぎ
る
を
得
示
。

か
く
の
如
く
に
し
て
剰
ず
所
は
唯
、
私
有
財
産
制
を
廃
止
し
て
、
世
舎
に
所
有
擢
を
奥
ヘ
、
之
を

し
て
責
任
を
負
は
し
め
ん
と
の
目
的
の
存
せ
る
の
み
、
而
唱
乙
れ
果
し
て
賀
行
し
得
可
き
と
と

な
る
や
。
安
行
の
結
果
は
果
し
て
枇
舎
主
義
者
一
の
期
待
に
副
令
可
を
や
否
や

o
w
E立
教
授
は

(
F
u
H
口
広
三
合
佐
伯
口
括
払
n
cロ
o
g
S
5
0
2
0
n
E
-
H
U
G
可
)
の
う
ち
仁
痛
論
し
て
臼
く
。

a‘ 、ョs‘

吋
奇
跡
は
そ
の
領
域
よ
F
9
駆
ら
れ
て
、
総
務
皐
に
そ
の
避
難
地
を
看
出
せ
よ
り
。

の
と
と
な
F

り
と
て
主
張
す
る
所
を
聴
く
に
、
弊
少
く
し
て
得
多
く
、
生
産
不
康
仁
し
て
物
口
仰
を

そ
の
会
く
品
同
然

廉
僚
に
資
L
ツ
得
可
く
、
企
業
必
を
痴
搾
ゼ
し
め

J¥志
志
を
堅
固
に
し
精
神
を
鍛
錬
し
閤
民
を

強
大
な
ら
し
む
可
く
、
無
能
の
人
物
を
行
政
の
局
に
置
を
て
治
践
を
感
げ
し
む
可
く
、
人
民
に

• 

約
す
る
に
不
可
能
の
乙
と
を
以
て
し
て
之
を
愛
す
る
乙
と
深
し
と
唱
ヘ
、
貧
民
と
共
仁
富
裕

の
粧
舎
を
組
成
し
証
舎
の
組
織
を
破
壊
し
て
奇
人

k
幸
一
臓
な
ら
し
め
ん
と
す
云
々
。

F

乙
。
彼
の
濠
洲
を
見
よ
、
今
や
政
権
を
掌
握
せ
る
賦
労
働
紫
は
、
多
年
集
産
的
政
綱
酬
を
標
移
し
っ
、

あ
J

り
し
仁
-
宅
拘
一
は
ら
や
/
、
敢
て
之
を
賛
行
せ
み
や
J

し
て
事

s

支
そ
の
不
可
能
な
る
乙
と
を
設
明
せ
ん
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散
命
自
主
一
義
の
現
総
一
及
m
び
将
来

五



五一一回

社
曾
主
義
の
境
品
川
及
伊
将
来

2会

と
し
勺

J

、
あ
る
に
あ
ら
み
y
や。

希
印
認
す
可
く
が
も
あ
ち
ゃ

J
O

要
す
る
仁
集
産
的
閤
家
ほ
安
行
し
得
可
く
宅
あ
ら
歩
、
勝
文
叉

社
合
主
義
の
賂
来
決
し
て
恐
る
可
き
唱
の
仁
あ
ら
み
y
、
マ
ル
グ
ス
の

夢
総
私
有
一
財
産
の
廃
止
は
奨
仁
擬
人
の
夢
の
み
a

も

..， 

事

「
プ
オ
ル
グ
ウ
ヱ
!
ス
し
と
は
何
ぞ
や

‘ 一一一一一

悶

中'

貞

ウ
イ
リ
ヤ
ム
、
グ
フ
ハ
ム
、
サ
ム
ナ

1
博
士
は
本
年
レ
七
十
一
歳
の
高
齢
を
以
て
エ
ー
ル
大
串
に

於
け
る
政
治
率
、
赴
舎
皐
の
講
座
を
携
蛍
し
博
謙
一
強
詑
、
議
抱
に
立
u
て
ば
一
首
位
朗
々
青
年
良
子
生
を

威
廊
一
し
〈
豆
人
の
前
に
帰
す
る
群
羊
の
如
く
な
ち
し
む
。
彼
は
米
関
仁
於
る
自
由
貿
易
、
貨
幣

制
度
に
閲
す
る
経
済
事
の
大
家
と
し
て
芸
著
述
中
河
町
叶
o
q
o町
〉
5
0
ユ
g
口
の
5
5
R
S
ド
2
2
5
0ロけ
Z

， 

s 

出町仲
o
q
o
m
H
v
g
Z
2
2
2

山

口

付

y
m
d
D
X
Aげ仏
ωSZω
ユ
〈
ゲ
呉

ωGnu-nzω
凶
作

ω
O宅
向

け

0
・何

m
w
m
V
0
5
m
3
M
M
S
Z
n片

山

o
a
m
g

の
諸
書
は
其
最
強
有
名
な
る
唱
の
な
り
。

皐
者
と
し
て
の
博
士
仁
非
安
し
て
専
ら
一
枇
食
感
・
者
と
し
て
の
樽
士
に
あ
ι
り
。
余
、
が
一
千
九
百

一
年
よ
J

り
凡
一
年
の
開
業
最
舎
皐
の
講
義
を
聴
き
し
、
蛍
時
は
博
士
の
粧
合
皐
な
る
唱
の
諭
奮

式
仁
属
し
ス
ペ
シ
サ
ー
の
・
兵
味
甚
多
く
、
余
を
し
て
充
分
溺
足
せ
し
む
る
に
足
ら
な
ι
り
し
も
、
其

然

M
W
E
"も
余
が
サ
ム
ナ
!
樽
士
を
知
れ
る
は
綬
憐

記

憶

の

精

確

仁

し

て

例

詮

を

引

用

す

る

じ

常
2

り

て

は

其

材

料

の

盟

宮

な

る

敬

服

の

外

な

か

b
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を

彼

は

粧

舎

現

象

の

動

機

を

ば

出

g
m
3
F

円
。
〈

p
m
g円
仁
あ

b
之
し
、
同
g
m
q
仁
よ
'
り
て
経
踏
的

ー

オ

フ

ル

ク

ウ

品

1

孔
し
と
は
何
ぞ
や

去
二
五

、.


